
様式Ａ
提案書類等チェックシート

  　　提案書類等チェックシート（本紙） （１枚）

  　　提案書類等受付通知はがき（様式Ｂ）（１枚）

  　　技術開発テーマ提案書　      　　（様式１：正本１部、写し２部）

  　　提案の概要説明書　　　　　　　　（様式２：正本１部、写し２部）

  　　技術開発の総括説明書          　（様式３：正本１部、写し２部）

  　　技術開発年次計画・経費の見込み　（様式４：正本１部、写し２部）

  　　技術開発費の見込額　　　　　　　（様式５：正本１部、写し２部）

  　　技術開発体制説明書　　        　（様式６：正本１部、写し２部）

  　　技術開発者経歴説明書　　　　　　（様式７：正本１部、写し２部）

  　　用語の説明書　　　　      　　  （様式８：正本１部、写し２部）
  　　 
  　　添付資料：様式１～様式８に係る参考資料（添付資料がある場合、資料名を以下に記述してください。）（提出部数：正本１部、写し２部）

①添付資料－１ 「○○○○○○○」

②添付資料－２ 「○○○○○○○」

・・・

  　　上記様式１～様式８の提案書類と同じ内容の電子データ（１式）の提出方法
いずれかに○印を付けてください。

（1.FD、　2.CD-RまたはCD-RW、　3.電子メール）

＊チェックマークは次のとおりです。
〇：揃っている
／：該当しないため不要

様式Ｂ
提案書類等受付通知はがき
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円

 

切手

 

又は

 

官製はがき

 

郵便番号

 

 

総括

代表者の住所

 

 

総括

代表者の氏名

 

様

 


　　　              （表）             　　　　　　　　　　　      （裏）

注：受付月日及び受付番号については事務局（エネ総研）で受付後に記入し、総括代表者に返送しますので記入しないでください。

その他の項目についてはすべて記入してください。

様式１


革新的実用原子力技術開発費補助事業

（革新的実用原子力技術開発分野）

技術開発テーマ提案書

	（実用化に重点を置いたもの・革新性に重点を置いたもの）


注：括弧内は該当する区分枠に○をつけてください。

１．技術開発テーマ名

「○○○に関する技術開発」（内容を端的に表す30字程度の題名とすること。）

２．対象とする技術開発

（いずれかに○を付すこと。）

① 軽水炉に関する技術開発

② 核燃料サイクルに関する技術開発

③ 放射性廃棄物処理・処分に関する技術開発

３．提案者

（１）総括代表者の氏名・所属・住所等

氏名：○○  ○○   （印）

○○○○研究所  □□研究室  主任研究官

〒XXX-XXXX ○○市○○○１－２－３

（TEL:0X-XXXX-XXXX、FAX: 0X-XXXX-XXXX、E-mail:xxx@xxxxx）

（２）連携機関代表者の氏名・所属・住所等（すべての連携機関代表者について記述してください。）

（連携機関１）

氏名：○○  ○○   （印）

○○○○研究所  □□研究室  主任研究官

〒XXX-XXXX ○○市○○○１－２－３

（TEL: 0X-XXXX-XXXX、FAX: 0X-XXXX-XXXX、E-mail:xxx@xxxxx）

（３）技術開発の実施場所の住所等（実施場所が機関に帰属している場合には機関の名称を含む。複数ある場合にはすべてを記述してください。）

○○研究所  □□研究室 

〒XXX-XXXX ○○市○○○１－２－３

（TEL: 0X-XXXX-XXXX、 FAX: 0X-XXXX-XXXX）

４．技術開発の期間及び技術開発費

○○百万円（１７年度）、○○百万円（１８年度）、○○百万円（１９年度）

○○百万円（合計） （技術開発の計画年数に合わせて適宜記述してください。）

５．技術開発成果の帰属に係る取決め 

（連携体を構成する場合は、技術開発を実施することにより得られた成果（当省に帰属するものを除く）の帰属について記述してください。）
６．米国研究機関との共同研究の有無
（応募する技術開発テーマが米国の大学、研究機関、企業との共同研究であり、当該米国機関が米国エネルギー省からの資金供与事業への応募を前提としている場合は記載してください。）
米国内共同研究機関代表者の氏名、所属、住所等（すべての共同研究機関代表者について記載してください）
該当しない場合は「無し」と記載してください。
様式２

提案の概要説明書


技術開発テーマ名         ：

対象とする技術開発       ：

総括代表者氏名（ふりがな）：              様式１と同じ内容を記入。

所属機関・部署名         ：

役職名                   ：

キーワード：

技術開発を総合的に把握・表現する上でキーポイントとなる語を１０語以内の範囲で記入。

革新的な開発技術の要点：

何をどうすることにより、どういう効果・結果を目指すのか、開発技術のポイントが明らかになるよう、明瞭かつ簡潔に３００字を目安に記述してください。

技術開発実施概要：

技術開発の対象とする技術に関する最近の動向や問題点を踏まえ、提案の背景・目的、技術的課題、技術開発の目標、及び革新的実用原子力技術開発分野では、開発の目標を達成するための技術開発の方法、得られる成果、原子力技術の実用性などについて、６００字を目安に記述してください。

様式３


技術開発の総括説明書

提案する技術開発テーマの課題・内容・実施計画等について以下の観点から整理し、添付資料として図表などを利用して分かりやすく説明してください。本様式には文字数／ページ数の制限はありませんが、簡潔で分かりやすく記述してください。

１．技術開発テーマの背景と目的：

技術開発テーマが対象とする技術に関する最近の動向や問題点を踏まえ、提案する技術開発テーマの目的について記述してください。目的が我が国の原子力発電または核燃料サイクル分野の技術の向上にどのように資するか、その技術の実用化が我が国の電力の安定供給の確保にどのように資する見込みがあるかについて記述してください。
（注）本項目が主に対応する審査基準：

基準①原子力発電または核燃料サイクル分野の技術開発を我が国の研究開発機関が実施するものであること。
基準②技術開発成果の実用化が我が国の電力の安定供給の確保に資する見込みがあること。
２．安全性・経済性・市場性における実施効果（「革新性に重点を置いたもの」、「実用性に重点を置いたもの」）：

※該当する方の項目について記載してください。

（１）革新性に重点を置いたもの

最近の技術開発動向、世界の技術潮流、諸外国との比較などの観点から、提案する技術開発テーマが安全性・経済性・市場性（新たな用途の発生可能性、社会との共存性）の向上に大きく寄与できる革新性を有する技術開発であることについて、既存技術と比べて、具体的な理由及び根拠、これまでに実施された研究成果、見込まれる新たな技術体系の構築や技術的ブレークスルーなどとともに記述して下さい。

（２）実用性に重点を置いたもの

最近の技術開発動向、世界の技術潮流、諸外国との比較などの観点から、提案する技術開発テーマが安全性・経済性・市場性（新たな用途の発生可能性、社会との共存性）の向上に大きく寄与できる技術開発であることについて、既存技術と比べて具体的な理由及び根拠、これまでに実施された研究成果、見込まれる新たな技術体系の構築や技術的ブレークスルーなどとともに記述するとともに、実用化可能性が高いことを説明して下さい。

（注）本項目が主に対応する審査基準：

基準④原子力発電や核燃料サイクル技術の安全性、経済性、市場性（新たな用途の発生可能性、社会との共存性）の向上に大きく寄与できる技術開発であること。

基準⑤実用性のある革新的設計・評価技術やデータを生み出し、我が国の原子力利用に係る技術基盤や知識基盤の充実発展に寄与するところが大きいこと。

基準⑤'若い優秀な人材の未来開拓意欲を高揚する革新性が高い技術開発活動であること。

３．実用化への道筋：

これまでに行われた基礎研究及び関連研究（連携機関で実施したもの含む）の経緯について、プロジェクト名、実施時期、実施機関、研究経費の出所（民間企業、自社研究等）、得られた成果等について整理して記述してください。また、本提案の技術開発とこれまでに行われた研究との相違や関連について明確に説明してください。

将来の実用化を見通した長期的な技術開発計画（本提案の技術開発テーマを含めて、その後に必要な技術開発等が予想される場合には、その目的、時期、期間等）について、可能な限り具体的に記述してください。特に「実用性に重点を置いたもの」については、実用化までの研究期間の検討を十分に行い記載してください。研究内容に対して実用化までの期間の長いものや実用化までのリスクが少なく、国が補助する必要性が希薄なものは高く評価されませんのでご注意ください。

（注）本項目が主に対応する審査基準：

基準③基礎研究によって実用化の可能性が示されているが、実用化には相当期間を要する技術の実用化を促進できる、その枢要部の技術開発であること。

４．技術開発目標及び具体的実施計画：

提案する技術開発テーマにおける目標（技術開発項目（技術的課題）が複数の場合には、個々の技術開発項目ごとに、できるだけ定量的に）、掲げた目標を達成するための方法、手順（何をどのように実施するか）、スケジュール、予想される具体的な成果（技術開発項目ごと及び全体として）について、様式４「技術開発年次計画・経費の見込み」を引用しつつ詳しく記述してください。

（注）本項目が主に対応する審査基準：

基準⑤実用性のある革新的設計・評価技術やデータを生み出し、我が国の原子力利用に係る技術基盤や知識基盤の充実発展に寄与するところが大きいこと。

基準⑤'若い優秀な人材の未来開拓意欲を高揚する革新性が高い技術開発活動であること。

基準⑥技術開発目標の設定が妥当であり、実施方法、スケジュール及び費用が具体的かつ合理的に策定されており、その目標を着実に達成し得る技術開発計画であること。

５．技術開発実施体制：

提案する技術開発を実施する主要な研究者・技術者の技術開発経歴、専門能力、技術開発体制・技術開発環境の適切性等について、様式６「技術開発体制説明書」、様式７「技術開発者経歴説明書」を引用しつつ記述してください。連携体の場合にはその構成機関の実施分担、その適切性、効率性等についても併せて記述してください。
（注）本項目が主に対応する審査基準：

基準⑦技術開発の実施に必要十分な人材、技術開発体制及び技術開発環境を有していること。

６．他府省の研究開発事業での実施等：

提案する技術開発テーマと類似のテーマで、国や独立行政法人等からの資金により本事業以外の助成や委託などを受けたまたは受けている場合や申請中の場合には、それらのテーマについて、「技術開発テーマ名」、「関係省庁等名」、「事業名」、「技術開発（予定）期間（年度単位）」、「技術開発費の額」、「代表者名」、「予算」、「主要な研究者の技術開発への従事率」及び「本提案との相違点」を記述してください。

対象の事業としては、①文部科学省、厚生労働省、農林水産省、国土交通省などによる提案公募事業等、②文部科学省科学研究費なども含みます。

例 ：(1)「○○技術開発、△△省、○○○○事業、H11～H13、代表者の所属機関及び氏名」

予算額：○○千円

主要な研究者の技術開発への従事率：○○％

本事業との相違点 ：（相違点が明らかになるよう明瞭かつ簡潔に記述）

なお、同一または著しく類似した内容の技術開発テーマは採択いたしません（必要な範囲内で応募内容の一部を他府省を含む他の競争的研究資金担当課（独立行政法人である配分機関を含む）に情報提供することがあります。）。万一、正しい記述が行われなかった場合や記入漏れが判明した場合には不採択になり、また、採択後に虚偽記載等が判明した場合には採択の取り消しまたは減額配分になりますのでご留意ください。
様式４

技術開発年次計画・経費の見込み

（単位：百万円）
	技術開発項目
	平成１７年度
	平成１８年度
	平成１９年度
	経費の総額

	
(1)・・に関する技術開発

  （細目がある場合は記述）
(2)・・に関する技術開発

(3)・・に関する技術開発

          ・

          ・


	・・の準備
	
	
	

	合  計
	
	
	
	


（注）

・主な技術開発項目ごとに記述してください。（線表の下に見込額を記入する。）

・上の表は３年計画を例示したものです。計画年数に応じて適宜記述してください。

様式５

技術開発費の見込額

（単位：百万円）
	実施年度
	平成１７年度
	平成１８年度
	平成１９年度
	合計

	（１）○○に関する技術開発

１．設備費

（内容）

２．物品費

（内容）

３．労務費

４．業務費

（内容）

５．一般管理費

	
	
	
	

	小  計
	
	
	
	

	（２）△△に関する技術開発

・

・

・
	
	
	
	

	（３）□□に関する技術開発

・

・

・
	
	
	
	

	合  計
	
	
	
	


（注）

・技術開発テーマ全体の所要経費及び項目ごとの所要経費について、見込額を記述してください。

・上の表は３年計画を例示したものです。計画年数に応じて適宜記述してください。

・５０万円以上の機器・設備は、原則としてリースにより整備していただきますが、やむを得ず購入しようとする場合は、その理由書を添付してください。

・外注費が各年度に申請する委託額の５０％を超える場合は、その理由書を添付してください。

・機器・設備の購入経費が、各年度の事業額の９０％を超える場合は、単なる機器・設備の購入の計画でないことの説明書を添付してください。

・各項目の内容については本公募要領９ページ「２．補助対象経費の範囲」をご参照ください。

様式６

技術開発体制説明書


（注）

 ・上の図はイメージを表していますが、記述の形式は自由です。技術開発テーマを構成するサブテーマ（技術開発項目）、技術開発内容、連携体を構成する各機関の実施分担または主要な研究者・技術者の担当内容の関係が分かるように記述してください。

様式７

研究者・技術者経歴説明書

（総括代表者、連携機関代表者及び技術開発を行う主要な研究者・技術者ごとに作成してください。実施体制の適切性を述べる際に必要十分な範囲の研究者・技術者について記述してください。）

１．氏名、年齢（生年月日）

○○○（ふりがな） ○○才（１９○○年○月○日）

２．（所属機関がある場合）所属機関名・部署名・職名・連絡先

○○株式会社○○研究所○○室  主任研究官

（電話番号、FAX番号、電子メール）（所在地）

３．最終学歴

○○大学○○研究科修士課程終了  理学博士（○○大学）

４．本研究開発の従事率（％）
研究者が本研究開発の実施に必要とする時間の配分率（％）を１～１００の整数で記入。研究者の年間の全仕事時間を１００とする。

５．研究歴（主な職歴と研究内容）
	年  月
	職  歴
	研究内容

	
	
	


６．受賞歴、表彰歴
	年  月
	受賞歴、表彰歴

	
	


７．研究成果

・主な研究論文及び著書（レビュー）

代表的な研究論文及び著書（レビュー）のうち、重要なもの５件程度までを選んで、タイトル、著者、ジャーナル名、号、発行年等を記述してください。

提案と関係が深いものがある場合には必ず含め、＊印を付けてください。

・特許等取得件数（申請中を含む）

件数を記述してください。なお、海外分は括弧書きにて内数としてください。

また、これまで申請した特許等のうち、重要なもの５件程度までを選んで、特許名、特許番号、取得または出願年月日等を記述してください。本提案と関係の深いものがある場合には必ず含め、＊印を付けてください。

・研究・技術開発の成果物

これまで開発した主な研究・技術開発の成果物（製品等）のうち、重要なもの５件程度までを選んで、名称及びその核となる技術の概要等を記述してください。本提案と関係の深いものがある場合には必ず含め、＊印を付けてください。

様式８

用 語 の 説 明 書

本提案書類で使用している専門用語及び略語のうち、特に必要と思われるものについて、簡単な解説を記述してください。なお、用語の説明書については、提出を義務付けるものではありませんが、可能な限り提出してください。（記述形式は自由です。）



























































	
	

	
	

	

	

	



	
	

	


	
	


	
	
	
	
	


	
	

	

	

	

	
	

	

	

	

	
	

	

	

	







	

	
	
	

	

	

	

	
	
	

	

	
	
	

	














	









	

	
	
	




















技術開発全体の取りまとめ：総括代表者名





各技術開発項目の技術開発サブリーダー





各技術開発項目の技術開発リーダー





技術開発項目間の関係をそれぞれ記述してください。
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研究者・技術者名Ａ





（３）＊＊＊（項目３の内容）





（２）＊＊＊（項目２の内容）





（１）＊＊＊（項目１の内容）





研究者・技術者間の関係（例：試験装置の設計、データ検証等）をそれぞれ記入。














１．総括代表者氏名


（法人・団体名、所属、職位）


２．技術開発テーマ名


３．受付月日（注）


４．受付番号（注）
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　(財)エネルギー総合工学研究所


　提案公募事務局
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